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去
る
５
月
29
日
に
、
高
岡

市
連
合
自
治
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

能
登
半
島
地
震
及
び
近
年
の

豪
雨
災
害
で
の
対
応
に
つ
い

て
検
証
・
見
直
し
を
行
い
、

自
主
防
災
組
織
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
防
災
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
重
点

事
業
と
し
ま
し
た
。
役
員
・

会
員
一
同
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆�　

本
稿
で
は
、
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、

多
機
能
地
域
自
治
、
地
域
交

通
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
各
地
域
で
も
、
自
ら
課

題
解
決
を
行
う
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆�　

結
び
に
、
ご
多
忙
の
折
、

取
材
等
に
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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令和６年度に新たに開校した高岡市立五位小学校

先
の
総
会
で
36
地
区
の
連
合
自

治
会
か
ら
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
２

期
目
の
会
長
職
を
務
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
様

と
一
緒
に
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
年
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
高
岡

市
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
会
と
し
て
は
、
能
登
半
島

地
震
や
近
年
の
豪
雨
災
害
を
経
験

し
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
防
災
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
災
害
時

に
地
域
内
で
住
民
が
協
力
す
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
の
住
民
の
関
係

性
が
重
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
、
地
域
の
関
係
の
希
薄
化

が
危
ぶ
ま
れ
る
な
か
、
防
災
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
今
一
度
、
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
、
地
域
活
動
の
担

い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
影

響
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既

存
の
や
り
方
で
は
、
地
域
活
動
を

持
続
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
新
し
い
や
り
方
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
各
種
団
体
と
の
連
携
・

協
力
強
化
を
進
め
な
が
ら
、
多
機

能
地
域
自
治
の
導
入
や
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
結
ネ
ッ
ト
」

の
効
果
的
な
活
用
な
ど
の
取
り
組

み
を
各
地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
活
動
の
効
率
化
と
負
担

軽
減
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の

皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
歩
み

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◎印は新役員
★印は新会員

（１） （４）



私
は
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
内
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
自
治
会

活
動
や
地
域
活
動
の
あ
り
方
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
個
々
に
あ
る
縦
割
り

で
連
携
の
無
い
組
織
、
重
複
す
る
行
事
や

企
画
な
ど
…
何
か
改
善
す
る
方
策
は
な
い

か
と
考
え
て
い
た
時
に
知
っ
た
の
が｢

多

機
能
地
域
自
治｣

で
し
た
。
現
在
、
総
務

省
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
斎
藤
先
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

令
和
６
年
度
末
の
組
織
の
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
の
意
見
や
考
え
を
知
り
、
今

後
の
活
動
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
学
生
以
上
を
対
象

と
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
約
８
割
に

当
た
る
１
，
６
８
４
通
も
の
回
答
を
頂
き
、
斎
藤
先
生
も｢

驚

異
的
な
回
収
率｣

と
驚
く
ほ
ど
で
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
深
さ
、

地
域
へ
の
熱
い
思
い
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
で
大
切
な
こ
と
は
」
な
ど
、
普
段
は
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
広
範
囲
に
わ
た
る
設
問
で
、
回
答
も
思
わ
ず
う
な
ず

い
て
し
ま
う
も
の
や
意
外
に
思
う
も
の
な
ど
が
あ
り
、
自
分
よ

が
り
の
考
え
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
末
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
版
の
冊
子
を
全
戸
に

配
布
し
、
今
年
は
年
代
別
・
性
別
に
分
け
た
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン

グ
方
式
の
座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
基
本
と
し
、
現
組
織
を
四
つ
の
部

会
に
統
合
し
「
ム
リ
・
ム
ダ
」
を
無
く
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

「
福
田
に
生
ま
れ
・
育
っ
て
ヨ
カ
ッ
タ
ナ
～
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
力
を
合
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
や
各
種
団
体
が
抱
え
る
役

員
不
足
や
活
動
の
多
さ
等
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
多
機
能
地
域
自
治

導
入
を
決
め
ま
し
た
が
、
は
じ
め
は

多
機
能
地
域
自
治
が
ど
う
い
っ
た
も

の
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

ま
ず
、
自
治
会
・
各
種
団
体
の
協

力
の
も
と
、
地
域
活
動
を
整
理
し
て

一
覧
に
ま
と
め
る
「
棚
卸
し
」
か
ら

始
め
ま
し
た
。
報
告
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
同
様
な
仕
事

は
ま
と
め
ら
れ
そ
う
」「
他
団
体
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
地
域
の
こ
と
を
話
す
機
会
を
今
後
定
期
的
に
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
前
向
き
な
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
初
は
、
多
機
能
地
域
自
治
と
は
何
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
す
が
、
勉
強
会
や
座
談
会
を
何
回
か
重
ね
る
う
ち
に
、

自
由
に
住
民
同
士
が
意
見
を
述
べ
る
場
を
作
り
、
自
治
会
や

各
種
団
体
が
硬
直
化
し
て
出
来
て
い
な
い
活
動
を
補
助
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
く
の
が
牧
野
ス
タ
イ
ル
の
多
機
能
地
域
自

治
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

報
告
会
や
座
談
会
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
若
手
の
自
治
会
役
員

に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
お
り
、
若
い
方
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、
地
域
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

若
い
方
と
話
す
、
意
見
を
聞
く
こ
と
が
地
域
づ
く
り
の
最
大

の
活
力
だ
と
身
に
し
み
て
思
い
ま
す
。
今
後
も
「
で
き
る
こ

と
か
ら
ま
ず
や
っ
て
み
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
つ
で
も
二

つ
で
も
前
へ
進
め
る
よ
う
、
令
和
６
年
度
末
の
組
織
の
設
立

を
目
標
に
も
う
ひ
と
頑
張
り
で
す
。

木
津
校
下
で
は
、
令
和
４
年
度
に

木
津
み
ら
い
会
議
と
称
し
て
、
多
く

の
地
域
住
民
に
参
画
い
た
だ
き
な
が

ら
、
木
津
の
将
来
像
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
１
０
０
を
超
え
る
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
検
討
し
た
結
果
、

特
に
要
望
の
多
か
っ
た
地
域
バ
ス
「
木

津
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
内
で
何
回
も
会
合
を
重
ね
、
実

証
運
行
も
行
い
、
７
月
１
日
本
格
運
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
「
木
津
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
は
、
木
津
校
下
内
の
ス
ー

パ
ー
の
利
用
や
通
院
な
ど
の
ほ
か
、
高
岡
や
ぶ
な
み
駅
を
経

由
し
て
通
勤
・
通
学
・
行
楽
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様
の
活
動
範
囲
が
広
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
木
津
校
下
の
皆
様
に
は
一
部
負
担
も
あ

り
ま
す
が
、
市
か
ら
の
補
助
も
あ
り
、
利
用
者
に
は
１
回

１
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
長
く
継
続

出
来
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
木
津
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
に
よ
り
、
木
津
校
下
が
ま

す
ま
す
利
便
性
の
あ
る
住
み
良
い
地
区
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

「
の
む
タ
ク
」
は
、
野
村
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
実
施
主
体
の
地
域
タ

ク
シ
ー
で
す
。
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す

る
野
村
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
を
対

象
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
時

刻
と
停
留
所
の
中
か
ら
、
利
用
し
た
い

時
刻
と
停
留
所
を
事
前
に
予
約
し
て
利

用
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
す
。

本
格
運
行
に
至
る
ま
で
、
地
区
で

ど
の
程
度
の
需
要
が
あ
る
か
実
証
運

行
を
行
う
な
ど
様
々
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

本
格
運
行
で
は
、
会
員
登
録
と
年
会
費
の
導
入
や
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
予
約
方
法
の
追
加
、
利
用
料
金
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
は
、「
の
む
タ
ク
」
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
広
報
活
動
を
行
い
、
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
地
区
に
お
住
い
の
方
々
が
「
の
む
タ
ク
」
に
乗
っ
て
元

気
に
外
出
し
て
も
ら
い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
野
村
と
な
る
よ
う

安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

５
月
29
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
に
お
い
て

本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

役
員
の
改
選
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予

算
（
案
）、
会
則
の
改
定
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
令
和
６
年
度
の
事

業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・
定
期
総
会
開
催�

（
５
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会�

（
８
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」
発
行�

（
９
月
）

・
県
西
部
地
域
自
治
会
長
意
見
交
換
会�

（
10
月
）

・
７
月
大
雨
被
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査�

（
10
月
）

・
県
外
研
修
視
察�

（
11
月
）

・
高
岡
市
に
対
す
る
要
望
書
提
出�

（
11
月
）

・
富
山
県
知
事
に
対
す
る
要
望
書
提
出�

（
12
月
）

・
議
会
傍
聴
（
高
岡
市
議
会
12
月
定
例
会
）�

（
12
月
）

・
危
機
管
理
課
と
の
意
見
交
換
会�

（
12
月
）

・
議
会
傍
聴
（
高
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
）�

（
３
月
）

・
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査�

（
３
月
）

・�

能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
高
岡
市
へ
の
寄
付
金
、
石
川

県
、
氷
見
市
へ
の
義
援
金
贈
呈�

（
３
月
）

令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ　

�　

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、市
勢
の
発
展
と
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

栄
誉
に
輝
く

　

■
富
山
県
部
門
功
労
表
彰

角
玄　

富
雄　

氏（
戸　

出
）

　

■
市
民
功
労
者
表
彰矢

竹　

有
至　

氏（
福　

岡
）

月
安　

幸
三　

氏（
木　

津
）

山
本　

睦
男　

氏（
北
般
若
）

坂　
　

廣
志　

氏（
伏　

木
）

古
國
府
信
二　

氏（
博　

労
）

上
田　

義
一　

氏（
是　

戸
）

杉
本　
　

進　

氏（
立　

野
）

　

■
富
山
県
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

大
庭　

和
之　

氏（
野　

村
）

山
本　

睦
男　

氏（
北
般
若
）

出
口　
　

勇　

氏（
大　

滝
）

古
國
府
信
二　

氏（
博　

労
）

故　

下
山　
　

實　

氏（
川　

原
）

広
地　

功
信　

氏（
小　

勢
）

上
田　

義
一　

氏（
是　

戸
）

山
崎　

久
栄　

氏（
赤　

丸
）

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

　
　

定
期
総
会
の
開
催

　
　

定
期
総
会
の
開
催

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
①

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
②

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
③

地
域
課
題
に
挑
む　
特
集
④

な
ぜ
多
機
能
自
治
な
の
か
？

棚
卸
し
か
ら
多
機
能
組
織
づ
く
り

新
・
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

「
木
津
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」に
つ
い
て

新
・
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

「
の
む
タ
ク
」に
つ
い
て

に
寄
与
す
る
た
め
、各
地
区
連
合
自
治
会
の
連
携
を

基
に
、行
政
及
び
関
係
団
体
と
の
相
互
協
力
・
協
調
を

図
り
、少
子
高
齢
の
進
展
に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら

持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
目
指
し
て
、次
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①　

防
災
体
制
の
強
化

②　

高
岡
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

③　

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

④　

地
域
福
祉
の
増
進

⑤　

環
境
保
全
・
美
化
運
動
の
促
進

⑥　

�

持
続
可
能
な
地
域
活
動
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

福
田
地
区
自
治
振
興
会
長　
　

森　
田　
和　
夫

牧
野
校
下
連
合
自
治
会
長　
　

江　
守　
　
　
裕

木
津
校
下
自
治
連
合
会
長　
　

月　
安　
幸　
三

野
村
地
区
連
合
自
治
会
長　
　

腰　
　
　
雅　
信

義
援
金
募
金
総
額

１
６
４
６
万
３
９
１
８
円

寄
付
先

　
・
高
岡
市�

１
１
４
６
万
３
９
１
８
円

　
・
石
川
県�

３
０
０
万
円

　
・
氷
見
市�

２
０
０
万
円

（３） （２）


